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此処で既に予定時間を過ぎていたが、JAXA の吉村センター

長が資料 3-1-6（ISS 利用の課題）を 9 分程で端折った説明をし

た後、6分弱の質疑応答があった。 

 

池上委員長：もう、全く成果が出てないと云う事ではなさそうです。

で、今後ともですネエ、あのー、成果が上がるって事考えら

れないんですが、（？）あのー、イタデオウス（？）って話は

無いんだけど、問題は如何に其れをその、何てんでしょう、

方向付けをして、上手く持ってくかって云う事。で、一応、利

用についてはですネエ、次回にも触れるんですが、ま、大

体全体としての枠組みについては、あのー、議論出来たん

ではないかと云う風に思って居りますけれど。で、あの、もう

少し具体的にですネエ、色々ケイカ（？）して来たいと。一つ

は費用の問題。で、此れについてはですネエ、コストパフォ

ーマンスって言い方をするんだけれど、あのー、其れにつ

いてですネ、イッシダイヤ（？）キチッと整理しとく必要がある

んじゃないかと。所謂オポチュニティコスト的な発想だけで

は、中々此れはカバー出来ないと考えています。とは云え、

矢張りあの、色々仕訳等ではですネエ、ナンボですかって

話が飛び出て来ると云う事で、我々の中では整理しとく必要

があるんじゃないかナと。それから、後はアジア諸国とのっ

て云う話なんですが、此れ、多分角南先生、お読みになっ

て一寸違うナって云う風に思うし、僕も一寸そんな感じしてる

んですが、で、あの、是非その、アジアのその、リーダと呼ぶ

か良く分かりませんが、あのアジアのそのポータルとして、日

本としてどう云う事をやってったら良いかと。先程来、あの、

斯う云うのはなかなか見えないですネって話があって、此れ

はアジアでもそうなんで、私の感じではそう云う、日本の顔が

中々見えない。そんな感じで、ムニャムニャ言われる。それ

から、後あの、今日一寸触れましたけれど、あの、資料に綴

じてありましたけれど、当然の事ながら今、50 キロ位しか戻

せないんですネ。ですから、頻繁に行けるんだけど、戻せる、

サンプルリターンの点からすると、ムニャムニャ。で、そうしま

すとHTVをどう改良してくかって話で、で、エー、あのー、物

資の地球への回収。其れと同時に、あのー、人の回収って

云う事についてもですネ、当然我々のムニャムニャとして、

其処まで触れとく必要があるんじゃないかと云う事で、あの、

次回に其れに触れてきたい。で、其れと同時にですネエ、あ

のー、最初から議論があった、あの、将来のビジョンてどうな

ってるんだって云う話。多分此れは、ISS をカイヒアッサツ

（？）した場合に、其の後どうするかをキリハナツ（？）で、あ

のー、当然有人、あのー、有人宇宙ステーションの話、或い

は、サンプルリターン的なエクスプロレーションの話、此れ、

日本としてどうするかって云う事をネ、出来たらきちっと議論

して、方向として出して行こうと。あの、ムニャムニャ、日本に

チョクトク（？）技術では御座いますが、其れを出して頂きた

いとムニャムニャ。で、あの、次回はですネエ、一応、産業、

あのー、産業振興やろうって云う話があるんで、で、あのー、

其れについて、産業界の意見を聞こうと云う風に思って居り

ます。で、今の予定では行けそうですネ？ 
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萩原補佐：一応あの、交渉して、あの、イッポミ（？）はあの… 

池上委員長：ア、そうですか。で、私…我々接するのはあの、企

業の営業担当なんですが、彼等は経営者ではないと云うの

が私の持論で御座いましてですネエ、寧ろその、社長に来

て貰って、我が社としてどうかと云う事を言って貰おうと思っ

てます。で、あのー、ですから、あの、ま、どう云う様な話にな

るか分からないんですが、あの、少なくとも ISS をやる事につ

いて、産業界としてどう云う風にやるかって事を、経営者の

立場からあのー、ムニャムニャ。で、後は、あの、沢山落とし

てる話が御座いまして、其れについては又 6 月 3 日にお願

いしたいと云う風に思ってます。 

浅島：（途中からマイクを通す）例えばその、9 頁のですネエ、「き

ぼう」の利用、研究支援強化の為の、その、資金つの、確か

に研究費は斯うなんですけども、今ですネエ、実を言うと、

一番…エエト、此の研究費も重要なんですけども、其れを支

えるスタッフ、つまり一緒に研究をやろうと思ったらですネエ、

エエト、例えば JAXA とゴチャゴチャて下さると、其の人達が

ですネ、もうホントにですネエ、エエト、ギリギリに生活してん

ですヨ。物凄いその、ハードなスケジュールでやってて、支

援体制をサポートする様な人達が、此処には何も計上され

てないので、其れだったらですネエ、次々に上がるんだけど

も、実際にはあの人達が居るからあの、上手く行ってんで、

あの人達があのー、非常にもう、病気でもなったらネ、それ

でもう動かなくなるシステムなんですヨ。そう云うのが、その、

人的な支援て云うのが此れ、チャンと入れといてもらわない

と、… 

池上委員長：そうですネ。良く言われてるんですが、チュエンチャ

（？）の話なんか、永久に日本では議論はしてるけど、結果

が出て来ないと云う…ヘッヘ…イダイ（？）で御座いまして、

で、其れもじゃあ含めて… 

浅島：で、其れで。 

池上委員長：どうしても物・人・金・技術と言う経営資源があるんで

すが、人を何時も忘れちゃうんですヨ。金出しゃ良いんじゃ

ないかって話で。ムニャムニャ。議論して頂きたい。他に何

か御座いませんでしょうか。…後あの、地球観測については、

あのー、安岡委員の方から、また、コメントがあると云う風に

思いますんで、今日、色々、大分出て来たとは思うんですけ

ど、あの、もう少しその、エエト、専門家の立場で、そして、斯

う云う様な使い方があるんじゃないかって云う様なムニャム

ニャ。事務局、此処で何かムニャムニャ。 

（池上委員長が終わりの挨拶をして終了した。） 


